
[ふじしま夏まつり 鶴岡伝統芸能祭]
　鶴岡市消防団藤島方面隊梯子乗り・纏振り隊が出演。
晴天の下、昭和55年から継承されている演技が披露さ
れ、その雄姿に会場は盛り上がりました。
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スマートランチ作戦
        

代
が
他
の
年
代
に
比
べ
高
い
結
果

が
出
ま
し
た
。

   

こ
れ
ら
の
状
況
は
、
将
来
、
生

活
習
慣
病
と
な
る
人
の
増
加
に
つ

な
が
る
不
安
要
素
で
あ
り
、
根
本

的
な
解
決
に
向
け
た
新
た
な
取
り

組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
健
行
動
計
画
の  

目
指
す
と
こ
ろ

   

本
市
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月

に
「
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
と

健
や
か
に
暮
ら
す
ま
ち
鶴
岡
」
を

基
本
理
念
と
し
た
「
い
き
い
き
健

康
つ
る
お
か
21
保
健
行
動
計
画
」

を
策
定
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を

全
体
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
、

肥
満
者
の
割
合
や
朝
食
欠
食
者
の

健
康
は
食
か
ら

  「
食
」
は
人
間
に
と
っ
て
基
本
的

な
営
み
で
す
。「
食
」
が
あ
っ
て

こ
そ
体
が
作
ら
れ
、
健
康
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
食
事
や
塩
分
の
取
り

過
ぎ
、朝
食
の
欠
食
な
ど
で
栄
養
・

食
生
活
が
偏
る
と
、
肥
満
や
糖
尿

病
な
ど
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
も

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

食
を
取
り
巻
く
現
状

   

山
形
県
が
平
成
二
十
二
年
度
に

行
っ
た
「
県
民
健
康
・
栄
養
調
査
」

で
は
、
庄
内
地
方
在
住
者
の
塩
分

摂
取
量
は
一
日
平
均
一
三
ｇ
で
、

県
全
体
の
一
日
平
均
一
一
・
八
ｇ

を
上
回
り
県
内
四
地
方
中
最
多
で

し
た
。
一
方
で
野
菜
の
摂
取
量
は

一
日
平
均
約
二
五
五
ｇ
で
、
最
少

で
し
た
。

   
ま
た
、
本
市
が
平
成
二
十
三
年

度
に
成
人
五
千
人
を
対
象
に
実
施

し
た
「
市
民
の
健
康
意
識
・
行
動

に
関
す
る
調
査
」
で
は
、
成
人
男

性
の
四
人
に
一
人
が
肥
満
と
い
う

結
果
で
し
た
。
さ
ら
に
「
自
分
に

と
っ
て
適
切
な
食
事
内
容
・
量
を

知
っ
て
い
る
人
」
の
割
合
は
二
人

に
一
人
。「
朝
食
欠
食
者
」
の
割

合
は
、
男
女
と
も
二
十
代
〜
三
十

割
合
、
自
分
に
と
っ
て
適
切
な
食

事
内
容
・
量
を
知
っ
て
い
る
人
の

割
合
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

平
成
二
十
八
年
度
ま
で
に
達
成
す

る
目
標
値
を
定
め
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
ラ
ン
チ
作
戦
と
は
？

   

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
「
ス
マ
ー
ト
ラ
ン
チ
作

戦
」。
対
象
は
、
食
生
活
上
の
課

題
が
多
い
「
二
十
代
〜
五
十
代
の

働
き
盛
り
の
男
性
」
で
す
。
適
切

な
食
生
活
の
啓
発
を
通
じ
て
、
肥

満
や
朝
食
欠
食
を
改
善
す
る
人
の

割
合
を
増
や
し
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
を
目
指
し
ま
す
。

 

「
ス
マ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉
に
は

「
賢
い
」
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ

［特集］

おいしく、賢く、健康づくり

〔父と子の夏休み自由研究 !食べ物のふしぎ〕
12組の親子が参加し、スマートイート（賢い食べ方）を体験しました。

        ◎問合せ   健康課（にこ♥ふる）☎25‐2111内線375

生活習慣病予防のために取り組みます
（いきいき健康つるおか21保健行動計画より）

【重点目標】
○生活習慣病につながる肥満の予防に努め、腹  
八分めを心掛けます
○適切な食事内容で素材の味を生かし、減塩を
心掛けます
○朝食をしっかり食べる習慣を作ります

【目標値】　　
項目 現状値 目標値

肥満者
（BMI 25.0以上）

男
20～39歳 23.4％

25％
40～64歳 29.1％

女 65～79歳 27.5％

朝食欠食者 20～39歳 31.5％
40～64歳 16.8％

適切な食事内容・
量を知っている人 52.9％ 70％

※現状値は「平成23年度市民の健康意識 ･行動に
関する調査」。
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ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
は
「
お
い

し
い
」
だ
け
で
な
く
「
考
え
て
賢

く
」
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

   

具
体
的
に
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
整
っ
た
「
ス
マ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
」、
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
賢
い
食
べ
方
「
ス
マ
ー
ト
イ
ー

ト
の
普
及
」、「
ラ
ン
チ
ス
タ
デ
ィ

の
開
催
」、「
健
康
男
子
通
信
の
発

行
」
に
取
り
組
み
、
食
生
活
の
改

善
と
健
康
づ
く
り
の
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

   

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
ラ
ン
チ
作
戦

は
、
二
十
代
〜
五
十
代
の
働
き
盛

り
の
男
性
で
な
く
と
も
、
性
別
・

年
齢
を
問
わ
ず
取
り
組
め
る
内
容

で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
興
味
を

持
つ
こ
と
で
、
食
と
健
康
へ
の
関

心
が
一
層
高
ま
り
、
社
会
全
体
で

食
生
活
の
習
慣
を
考
え
る
雰
囲
気

作
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

賢
く
食
べ
て
健
康
に     

   

本
市
で
は
今
後
も
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
、
関
係
各
団
体
と
連

携
し
て
施
策
を
進
め
ま
す
。
し
か

し
、
大
切
な
の
は
一
人
ひ
と
り
が

主
体
的
に
健
康
に
向
き
合
う
こ
と

で
す
。

   

食
生
活
は
生
涯
続
き
ま
す
。
元

気
な
う
ち
か
ら
体
に
気
を
付
け
、

日
頃
か
ら
「
賢
く
食
べ
る
」
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

 

 

 作戦２   スマートイートの普及
スマートイートは老若男女を問わず、適切な食生
活に役立ちます。今日から早速始めてみましょう。
●賢い食べ方を知ろう
○ごはんは自分に合った量で
○食事の前・後に水分（水、お茶） をとる
○スタートはまず野菜を食べる
○一口20回！よくかんで
ゆっくりと

●スマートイートカードを
活用しましょう
30歳・40歳・50歳になる方
へ、健康メッセージに同
封して送付しました。市
ホームページ「健康課」
に掲載しています。

■ スマートランチ作戦で適切な食生活を

 作戦 1   スマートメニューの開発
栄養士が健康を意識し年３回作る献立「スマート
メニュー」。ランチスタディや鶴岡市食生活改善
推進協議会会員研修で取り上げ、普及を進めます。
●エネルギーを意識
○主食は240kcal（玄米入りごはん150ｇ）が基
本分量
○副食（おかず３品）は250～300kcal前後
●野菜たっぷり
野菜は１食当たり150ｇ以上を使用
（１日の野菜摂取目標量は350ｇ以上）
●塩分控え目
塩分量は１食当たり３ｇ以下
（１日の塩分摂取目標量は成人男性９ｇ未満、 成
人女性7.5ｇ未満）

●旬を大切に。地産地消

【2014年夏のスマートメニューと栄養価】

 メニュー エネルギー
(kcal)

野菜量
（ｇ）

塩分
（ｇ）

玄米入りごはん 251 0 0.0

アジの南蛮づけ 205 57 1.5

ナスのサッパリ味 14 59 0.5

水菜とトマトの豆腐サ
ラダ 74 103 0.9

合    計 544 219 2.9

※スマートメニューは、市ホームページ「健康課」
に掲載しています。

作戦４   健康男子通信の発行
○健康づくりに積極的な「健康
優良男子」を紹介
○食生活に関わる様々な情報を
発信
○市ホームページ「健康課」に
掲載しています

作戦３   ランチスタディの開催
スマートメニューと
スマートイートを実
際に学ぶ場がランチ
スタディです。次
回は11月14日○金に、
にこ♥ふるで開催し
ます。

【昨年度参加者の声】
「ふだんいかにかんで食べていないかを実感」
「おいし過ぎて、おなかだけでなく心も満足」
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 鶴岡ふうど（食 ×風土）駅スポ、庄内酒まつり 2014 ～やまがた芳醇～

＜ＪＡ全農山形鶴岡倉庫、マリカ西館＞

庄内の食や酒をたんのうできるイベント。初開
催の「庄内酒まつり」には、庄内地方の全18
酒蔵が集まり、100銘柄の酒が振る舞われまし

７．19 
       ・20

た。食のデザイン展や旬の味覚の販売、ステー
ジショーなど見所も盛りだくさん。１万人の来
場者で会場はにぎわいました。

羽黒 羽黒山午歳御縁年 出羽民俗芸能奉納祭

羽黒山午歳御縁年を記念して開催。羽黒
山頂特設舞台で、県内の10の伝統芸能
が披露され、多くの見物客が訪れました。

７．19
～
８．16

＜写真：羽黒四小地区一芸座「大黒舞」＞

鶴岡 学童疎開70周年「子ども平和大使」

江戸川区の小学生39人が、大使として
学童疎開ゆかりの地などを訪問。戦争中
の話を聞き、平和の大切さを学びました。

７. 22 
 ～25

＜新民館＞
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温海 山戸っ子わくわくお泊まり教室

「高くて楽しいよ」。児童たちは校庭での
ツリーイングに初めて挑戦。宿泊学習活
動を通して地元の自然を満喫しました。

７. 22
             ～26

＜山戸小＞

朝日 六十里越街道 奥の細道俳句大会

３コースに分かれ街道を探訪した参加者
たち。気に入った景色に足を止めては、
思い浮かぶ句を書き留めていました。

７. 24

＜注連寺＞

藤島 八栄島地区カーブミラー清掃

同地区の中学生と保護者、交通安全協会
による恒例の奉仕活動です。交通安全を
願い、全か所のミラーを掃除しました。

７. 26

＜八栄島地区＞

藤島 名寄少年少女訪問団

姉妹都市・北海道名寄市のバレーボール
スポーツ少年団が鶴岡へ。交流会では再
会を喜び合うメンバーもいました。

８．１
  ～４

＜藤島体育館＞

羽黒 社会実験 県道月山公園線マイカー規制

県道の混雑緩和の検証を目的とした試み。
登山者らは月山高原ハーモニーパーク発
のシャトルバスで八合目へ向かいました。

８．３

＜海道坂～月山八合目＞

櫛引 上山添皇大神社例祭

氏子たちが次々と拝殿に集まるなか、天
狗舞や獅子舞の奉納、やっこ振り一行に
よる宮巡りが行われました。

８.15

＜上山添地区＞
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健
康

９
月
30
日
で
終
了
し
ま
す 

個
別
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
た
か
？

■場
市
内
医
療
機
関　

■対
昭
和
20
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
人
間
ド
ッ
ク
や
集
団

健
診
を
受
け
た
方
ま
た
は
受
け
る
予
定
の
方

は
除
く
）　

■持
特
定
健
診
受
診
券
及
び
保
険

証
（
医
療
・
介
護
）　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
内
線
３
６
７

水
痘
・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
の

定
期
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
小
児
の
水
痘
（
水
ぼ
う
そ

う
）
と
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
予
防
接
種
法
の
定
期
接
種
に
加
わ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
９
月
下
旬
に
個
別
通
知
し
ま
す
。

▼
水
痘　

■
対
象
年
齢
・
接
種
回
数　

▽
１

歳
〜
３
歳
未
満
に
２
回
接
種
（
標
準
は
１
歳

〜
１
歳
３
か
月
未
満
に
初
回
、
６
か
月
〜
１

年
空
け
て
２
回
目
）　

▽
３
歳
〜
５
歳
未
満

に
１
回
接
種
（
今
年
度
の
み
の
経
過
措
置
）

■他
既
に
接
種
し
た
方
の
接
種
回
数
分
は
対
象

外
。
り
患
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外

▼
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症　

■対
▽
今
年
度

中
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
、
１
０
１
歳
以
上

に
な
る
方　

▽
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
障
害
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

障
害
が
あ
る
方　

■
接
種
期
間
・
回
数　

10

月
１
日
○水
〜
来
年
３
月
31
日
○火
に
１
回
接
種　

■他
既
に
接
種
し
た
方
は
対
象
外

▼
共
通　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
７
３

福
祉

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

民
生
委
員
児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
６
民
生
区（
第
六
学
区
）…
亀
井
武（
宮

田
町
内
会
・
谷
地
田
町
内
会
）

▽
第
９
民
生
区
（
大
泉
地
区
）
…
石
塚
啓
子

（
小
淀
川
・
寺
田
） 

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
へ 

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る　

▽
人
工
透
析

療
法
を
受
け
る
た
め
に
交
通
機
関
（
自
家
用

車
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る　

▽

本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得

税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い　

▽
生
活
保
護
等

で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

■内
通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
か
か
っ
た
額

と
交
付
基
準
額
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
低
い
方

の
額
を
助
成　

■申
９
月
30
日
○火
ま
で
申
請
書
、

通
院
報
告
書
、
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー
等
を
利

用
し
た
方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１

３
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
発
達
を
支
援
し
ま
す 

補
聴
器
購
入
費
用
の
一
部
助
成

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
る
18
歳
未
満　

▽
両
耳
の
聴
力
レ
ベ

ル
が
原
則
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未

満
で
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら

な
い
（
た
だ
し
30
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
も
補
聴

器
の
装
用
が
必
要
と
医
師
が
診
断
し
た
場
合

は
対
象
に
な
り
ま
す
）　

▽
市
民
税
所
得
割

額
46
万
円
以
上
の
方
が
世
帯
に
い
な
い　

▽

他
の
法
令
等
に
基
づ
い
た
補
聴
器
購
入
の
助

成
等
を
受
け
て
い
な
い　

■内
基
準
額
の
範
囲

内
で
購
入
費
用
の
３
分
の
２
の
額
を
助
成

■申
申
請
書
、
医
師
意
見
書
、
補
聴
器
販
売
業

者
の
見
積
書
を
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
、

77
万
２
、
８
０
０
円
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
に
は
、
▽
保
険
料
を
納
め
た
期

間　

▽
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
た
期
間　

▽

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間　

▽
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間　

▽
学
生

納
付
特
例
期
間　

▽
任
意
加
入
で
き
る
人
が

加
入
し
な
か
っ
た
期
間
等
を
合
計
し
て
25
年

以
上
の
期
間
が
必
要
で
す
。
保
険
料
を
納
め

な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
と
年
金
額
は
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
、
60

歳
以
降
で
も
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で

（
最
長
で
70
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
）

任
意
加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
満
額
受
給
で

き
な
い
人
は
、
60
歳
以
降
で
も
65
歳
に
達
す

る
月
の
前
月
ま
で
任
意
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
で
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳

で
す
が
、
本
人
の
希
望
に
よ
っ
て
、
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
間
で
も
、
年
齢
に
応
じ
て
減

額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
65
歳
以
降
も
減
額
率
は
そ
の

ま
ま
で
す
。
こ
の
繰
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
年

金
受
給
中
の
人
が
、
65
歳
前
に
障
害
者
や
寡

婦
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や

寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

生
活

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）

１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

城
南
住
宅

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

美
原
住
宅

４
階
・
２
Ｋ

１

稲
生
住
宅

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

大
西
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

羽黒
荒
川
住
宅

平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
２
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

11
月
中
旬
以
降　

■申
９
月
１

日
○月
〜
22
日
○月
午
後
５
時
に
本
所
建
築
課
☎

内
線
４
８
３
ま
た
は
東
部
建
設
事
務
室
（
羽

黒
庁
舎
）・
南
部
建
設
事
務
室
（
朝
日
庁
舎
）・

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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温
海
建
設
事
務
室
（
温
海
庁
舎
）
へ　

■他
入

居
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
（
子
育
て
向
け
住

戸
は
小
学
生
以
下
の
子
供
が
い
る
世
帯
対
象

で
す
）。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
で
入

居
を
決
定
し
ま
す
。
応
募
が
な
か
っ
た
住
戸

に
つ
い
て
は
、
落
選
者
を
対
象
に
二
次
抽
せ

ん
を
行
い
ま
す
。
一
部
の
住
戸
は
世
帯
状
況

に
応
じ
た
優
先
選
考
で
す
。
詳
し
く
は
募
集

案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「
公
社
タ
ウ
ン
高
専
前
・
第
２

高
専
前
」
宅
地
分
譲
募
集

■
募
集
区
画　

高
専
前
…
１
区
画
（
約
80
坪
。

５
３
９
万
１
、０
０
０
円
。
店
舗
付
住
宅
可
）

第
２
高
専
前
…
１
区
画
（
約
74
坪
。
４
４
５

万
４
、
０
０
０
円
）　

■申
山
形
県
住
宅
供
給

公
社
・
嶋
案
内
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
‐
３

０
３
‐
９
７
８
ま
た
は
本
所
建
築
課
☎
内
線

４
８
３
へ　

■他
い
ず
れ
も
先
着
順
。
紹
介
者

に
10
万
円
を
差
し
上
げ
る
分
譲
紹
介
制
度
が

あ
り
ま
す

そ
の
他

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」 

防
災
フ
ェ
ア
２
０
１
４

　

関
東
大
震
災
や
伊
勢
湾
台
風
を
教
訓
に
、

災
害
へ
の
意
識
を
高
め
、
災
害
に
備
え
る
こ

と
を
目
的
に
、
防
災
の
日
の
前
後
１
週
間
は

「
防
災
週
間
（
８
月
30
日
〜
９
月
５
日
）」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
の
避
難
場

所
や
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お

く
と
と
も
に
、
防
災
に
関
す
る
知
識
や
技
術

を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

■日
９
月
１
日
○月
〜
５
日
○金
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
５
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
本
所

市
民
ロ
ビ
ー　

■内
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・

非
常
持
出
袋
・
防
災
資
器
材
の
展
示
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇そ

生
法
の
講
習
、
防
災
に

関
す
る
相
談
窓
口
開
設
等　

■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
内
線
１
９
９

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」 

広
げ
よ
う 

自
然
を
守
る 

下
水
道

　

下
水
道
は
、
川
や
海
の
水
質
環
境
の
保
全

や
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
日
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
下
水
道
い
ろ

い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■日
９
月
10
日
○水
〜
19
日
○金　

■場
本
所
市
民
ロ

ビ
ー　

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
内
線
４

６
８９

月
20
日
〜
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」 

宣
誓
！
無
責
任
飼
い
主
ゼ
ロ
宣
言
!!

▽
動
物
は
終
生
大
切
に
飼
い
、
捨
て
犬
・
捨

て
猫
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
（
動
物
を
捨

て
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
）

▽
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
不
妊
・
去
勢
手

術
を
し
ま
し
ょ
う

▽
し
つ
け
や
健
康
管
理
を
し
、
動
物
の
種
類

に
合
っ
た
快
適
な
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う　

▽
動
物
を
飼
っ
て
い
な
い
人
に
も
迷
惑
を
掛

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
で
き
た
場

合
は
、
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課
☎
66
‐
４

７
４
８
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
犬
や
猫
の
譲

渡
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

９
月
21
日
〜
30
日 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
市
民
総
参
加
で
交
通
事
故
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

９
月
は
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対

策
推
進
月
間
」

　

地
球
温
暖
化
防
止
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た

め
、
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
球
を
取
り
巻
く
オ
ゾ
ン
層
は
、

皮
膚
が
ん
や
白
内
障
等
の
原
因
と
な
る
有
害

な
紫
外
線
か
ら
私
た
ち
を
守
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
は
、
フ
ロ
ン
類
に
よ
っ
て
オ
ゾ

ン
層
の
破
壊
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
オ
ゾ
ン
層
を
回
復
さ

せ
る
た
め
、
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
等
、
フ
ロ

ン
類
を
用
い
た
家
電
製
品
の
処
分
は
適
切
に

行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
、

業
務
用
冷
凍
冷
蔵
庫
の
廃
棄
時
に
は
、
知
事

の
登
録
を
受
け
た
専
門
業
者
に
よ
る
フ
ロ
ン

類
の
回
収
が
必
要
で
す
。
整
備
時
に
フ
ロ
ン

類
の
回
収
が
必
要
に
な
る
場
合
も
同
様
で
す
。

地
球
環
境
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す 

キ
ノ
コ
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

次
の
こ
と
を
守
り
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
、
連
絡
先
等
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く　

▽
迷
っ
た
ら
歩
き
回
ら
な
い　

▽
携
帯
電
話
、

食
料
、
防
寒
具
を
持
っ
て
行
く　

▽
暗
く
な

る
前
に
帰
る

　

な
お
、
ダ
ニ
を
媒
介
と
す
る
新
た
な
感
染

症
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
に
入
る
際
は
長
袖
を
着
用
す
る
等
、
肌
を

露
出
し
な
い
服
装
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

熊の出没が多発しています
警戒！

■問本所農政課☎内線573

　今年は特に熊の出没が相次いでいます。
これから秋を迎えると、熊は冬眠に備え、
食べ物を求めて活発に行動します。特に夕
方から早朝までの間は、人里に出没する可
能性が高くなります。山や山際の農地に出
掛ける際は、鈴、笛、ラジオ等、音の出る
ものを携帯し、十分に警戒してください。
　もし、熊に出会ってしまっても、背中を
見せずに、そのままゆっくりと後ずさりし
ながら熊から離れてください。
　未収穫の野菜や果物等は、熊を呼び寄せ
ることのないよう、残さずに回収してくだ
さい。また、ごみは、決められた時間と場
所に出すようにし、畑に放置したり、安易
に屋外に置いたりしないようにしましょう。
　熊を見掛けた場合は、近くの駐在所（警
察署）、本所農政課または各地域庁舎産業
課へ詳しい状況をお知
らせください。捕獲用
わなを設置する場合は、
許可が必要です。
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　鶴岡は、情緒があって落ち着いた城下町という印
象です。洗練された優美さがありますね。農村部に
行けば、大きな田んぼに稲が勢い良く伸びていて、
やっぱり米どころなんだなという印象もあります。
そして何といっても人間が優しい。ここに来ると落
ち着いた気持ちになれて、とても気分がいいです。
　私は、主に短歌の選者として活動しています。朝
日歌壇では、毎回約3,000首の投稿の中から10首を
選びます。社会的な変動に対する生活者の敏感な反
応がよく出ていて面白いですよ。また、自分で出し
ている月刊誌『かりん』の選歌や、各地の選歌も担
当しているので、年間で何万首も見ていることにな
りますね。その他、短歌や能、芸能の講演活動もし

ていますので、全国を
飛び回るというほどで
はないけれども、あち
こちに行って忙しくし
ています。

　黒川能の魅力は「祈り」ですよ。東京の能は芸術
ですが、黒川能は神事能。神にささげる能なんです。
だから観客のことを気にしなくてもいい。そこのと
ころがいちずで、右顧左眄（うこさべん。周囲の状
況ばかり気にかけて決断できないこと）していませ
んよね。人に見せる能ではなく、自分の心で舞って
いるところがいいですね。じゃあ見なくてもいいの
かということではなく、だからこそ見たいんです。
　私は今、地方がとても大事だと思っています。民
俗芸能がなくなってしまえば、日本が潰れてしまい
ますよ。テレビでは、ふにゃふにゃした踊りや歌の
番組が多いですね。それを見て楽しんでいるという
よりも、ごまかされている感じがします。そんな現
代の娯楽文化の中で、「よし、俺もじいちゃんの跡
を継いで黒川能をやろう」なんていうことは、本当
にすごいことですよね。そんなふうに、都会よりも
むしろ地方がしっかりしていれば、日本の芽は残っ
ていきますよ。

歌人。短歌結社「かりん」主宰。古典や能に対する
造詣が深く、喜多流十五世宗家喜多実師に入門、新
作能の創作にも取り組む。昭和47年に初めて黒川
地区を訪れてから、ほぼ毎年黒川能の鑑賞に訪れて
いる。日本芸術院会員。朝日歌壇選者。黒川能保存
伝承研究会の講師として来鶴。東京都出身。

馬
ば ば

場 あき子
こ

 さん

黒川能の魅力は「祈り」ですよ

講演会の様子（７月20日／櫛引公民館）

市への意見や質問、広報を読んでの
感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

Q
蜂
の
巣
を
駆
除
し
た
い

   

自
宅
の
軒
下
に
大
き
な
蜂
の
巣
が
あ

り
、
刺
さ
れ
な
い
か
心
配
で
す
。

   

巣
を
駆
除
す
る
た
め
に
は
ど
こ
に
依

頼
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

専
門
の
駆
除
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い

   

蜂
の
巣
の
駆
除
は
、
そ
の
土
地
の
所

有
者
ま
た
は
管
理
者
の
責
任
で
行
い
ま

す
が
、
作
業
に
は
危
険
を
伴
い
ま
す
。

身
の
安
全
の
た
め
に
も
、
専
門
の
駆
除

業
者
へ
の
依
頼
を
お
勧
め
し
ま
す
。

   

該
当
の
業
種
は
「
消
毒
業
」
で
す
。

職
業
別
電
話
帳
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
、
事
前
に
見
積
り
を
取
る
な
ど
内

容
を
確
認
し
た
上
で
駆
除
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
費
用
は
依
頼
者
の
負
担
で

す
。

※
市
で
は
、
業
者
の
あ
っ
せ
ん
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
道
路
や
公
園
な
ど
、
市
が
管
理
す
る

所
で
蜂
の
巣
を
見
付
け
た
場
合

   

市
の
責
任
で
駆
除
し
ま
す
の
で
、
担

A
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隔月連載

スクールライフ！
鶴岡市にある10校の高等学校と高等専門学校。
その学校ならではの取り組みや活動を生徒・学生が紹介します。

No. ３　庄農サマーフェスタ2014 ／庄内農業高校

[ 学校概要 ]
○創立…明治34年　○学科…生物生産科・園芸
科学科・生物環境科　○校訓…「行学一如」　○庄
内で唯一の農業高校。稲の疎植栽培やバイオテク
ノロジーを活用したランの育成など、各学科の特
性を生かした農業教育を通して、専門的な技術・
知識を学んでいる

　７月30日に開催した「庄農サ
マーフェスタ2014」。これは、中
学生の一日体験入学です。今回は、

各学科が３つずつ体験学習コースを設けました。ど
のコースも、各学科の専門的な実習を体験できるも
の。参加する中学生は、事前にコースを選んで申し
込み、私たち生徒や先生の指導を受けながら、「庄農」
を体験します。
　私たち２人が担当したのは「庄農うどん」を作る
食品製造コースです。私たちが食品製造実習で何度
も作っているこのうどん。作り方はもちろん、うま
く作るコツも、もう体で覚えていますね。中学生た
ちは粉をこねたり、生地を切ったりと、慣れない手

付きでなかなか苦戦していました
が、とても楽しそうでした。今回
は時間がなく、作ったうどんは家
で食べてもらいましたが、「おいしい」と感じても
らえたはず。庄農に入って分かったのですが、自分
で苦労して作ったものって本当においしいんです。
　庄農での学習は、稲や野菜、花、家畜など生き物
を相手にしているものがほとんどで、毎日のように
世話・手入れが必要です。だからこそ、命や環境の
大切さが分かります。この体験入学をきっかけに、
中学生たちにそんなことを少しでも感じてもらえた
ら、そして庄農に興味を持ってもらえたら、すごく
うれしいですね。

栗田 幹也 さん　 森垣内 美里 さん

食品製造コース
（庄農うどん）

フラワーデザイン
コース

果樹コース

生物環境科３年生の
２人が紹介します

当
部
署
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

   

九
月
・
十
月
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
や
ア

シ
ナ
ガ
バ
チ
が
攻
撃
性
を
強
め
、
活
発

に
活
動
す
る
時
期
で
す
。   

   

厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
調
査
に
よ

る
と
、
全
国
で
二
十
二
人
が
平
成
二
十

四
年
の
一
年
間
に
、
蜂
に
刺
さ
れ
た
こ

と
が
原
因
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

   

蜂
は
、
こ
ち
ら
が
危
害
を
加
え
な
い

限
り
襲
っ
て
き
ま
せ
ん
。
静
か
に
身
を

か
が
め
、
蜂
が
飛
び
去
る
の
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。
手
で
振
り
払
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

   

巣
に
近
づ
く
と
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
し

つ
こ
く
飛
び
回
っ
た
り
、
カ
チ
カ
チ
と

音
を
立
て
た
り
し
て
威
嚇
し
て
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
大
群
に
襲
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
危
険
で
す
。
身
を
か

が
め
少
し
ず
つ
遠
ざ
か
り
、
そ
の
場
を

離
れ
ま
し
ょ
う
。

▼
里
山
に
出
掛
け
る
と
き
は

   

ス
ズ
メ
バ
チ
に
狙
わ
れ
な
い
工
夫
を

し
、
危
険
を
軽
減
し
ま
し
ょ
う
。

▽
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
肌
を

露
出
し
な
い
服
装
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
外
敵
に
対
し
て
攻
撃
態
勢
に
入
っ
た

ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
黒
い
物
に
対
し
て

真
っ
先
に
向
か
っ
て
き
ま
す
。
白
や
黄

色
の
衣
服
、帽
子
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
化
粧
品
や
香
水
の
使
用
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

〈
本
所
市
民
課
〉   
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

催
し

鶴
岡
田
川
地
区 

児
童
生
徒
考
案
創
作
展

■日
９
月
５
日
○金
〜
７
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

■場
中
央
公
民
館　

■内
同
地
区
の
各

小
・
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
、
児
童
生
徒
た

ち
の
夏
休
み
制
作
ア
イ
デ
ア
作
品
を
展
示

■問
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８

６
５　

■他
科
学
展
・
社
会
科
展
も
同
時
開
催

と
れ
た
て
！
お
魚
夕
市 

「
紅
エ
ビ
ま
つ
り
」

■日
９
月
５
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■場
鼠
ケ

関
港
「
は
な
さ
き
路
」　

■問
鼠
ケ
関
自
治
会

内
「
蓬
莱
塾
」
☎
44
‐
２
１
１
２

山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

水
田
農
業
試
験
場 

参
観
デ
ー

■日
９
月
６
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■内

つ
や
姫
と
つ
や
姫
先
祖
品
種
の
食
べ
比
べ
、

つ
や
姫
パ
ン
・
餅
・
お
に
ぎ
り
の
試
食
、
ク

イ
ズ
、
つ
や
姫
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
農
産
加
工
品

の
展
示
販
売
等　

■場
・
■問
同
試
験
場
☎
64
‐

２
１
０
０

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
公
開 

天
文
移
動
教
室

　

小
学
校
の
授
業
で
星
や
月
等
を
学
ぶ
た
め

の
番
組
「
天
文
移
動
教
室
」
を
上
映
し
ま
す
。

■日
９
月
６
日
○土
午
前
11
時
、
午
後
１
時
30
分

■定
各
回
先
着
78
人　

■費
３
歳
以
上
…
60
円　

高
校
生
以
上
…
１
４
０
円　

■場
・
■問
中
央
公

民
館
☎
25
‐
１
０
５
０

同
志
社
大
学 

村
田
晃
嗣
学
長
講
演
会 

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
教
育
と
同
志
社
」

■日
９
月
６
日
○土
午
後
４
時　

■場
東
京
第
一
ホ

テ
ル
鶴
岡

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ「
く
る
り
ん
館
」 

休
日
見
学
会

■日
９
月
７
日
○日
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

■場
同
館　

■内
施

設
内
部
特
別
見
学
、
各
種
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
働
く
車
の
展

示
、
再
生
品
の
展
示
（
抽
せ

ん
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
）　

■申
団

体
で
見
学
す
る
場
合
は
９
月

４
日
○木
ま
で
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７

へ
（
個
人
の
場
合
は
申
込
み
不
要
）

こ
こ
に
庄
内
の
食
が
集
結 

「
食
の
都
庄
内
」10
周
年
フ
ェ
ス
タ

■日
９
月
７
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時　

■場
藤
島
体
育
館　

■内「
食
の
都
庄
内
」
親
善

大
使
に
よ
る
料
理
の
実
演
、
庄
内
産
農
林
水

産
物
を
使
用
し
た
加
工
品
等
の
試
食
・
販
売

等　

■問
庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
企
画
課
☎

66
‐
５
４
９
０

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展

■日
９
月
12
日
○金
〜
17
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
16
日
○火
は
休
館
。
17
日
○水
は
午
後

３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
鶴
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
☎
24

‐
８
６
４
０
ま
た
は
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内

線
１
９
２
へ

国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
記
念 

羽
黒
山
の
松
例
祭
〜
修
行
・
祈
り
・
験
競
べ
〜

■日
９
月
12
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■内
基
調
講

演
「
羽
黒
山
の
峰
入
り
と
松
例
祭
」
宮
家
準

氏（
日
本
山
岳
修
験
学
会
名
誉
会
長
）、同「
松

聖
の
１
０
０
日
の
修
行
と
松
例
祭
」
星
野
文

紘
氏
（
羽
黒
山
伏
）、
上
映
・
解
説
「
松
例

祭
・
大
松
明
行
事
」
高
田
利
明
氏
（
手
向
下

町
池
ノ
仲
頭
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
松
例
祭

と
修
験
の
里
・
手
向
」
宮
家
準
氏
・
星
野
文

紘
氏
・
阿
部
良
一
氏
（
出
羽
三
山
神
社
権
宮

司
）・
高
田
利
明
氏　

■場
・
■申
い
で
は
文
化

記
念
館
☎
62
‐
４
７
２
７

市
内
５
救
難
所
の
救
助
員
が
訓
練
を
実
施 

鶴
岡
市
海
難
救
助
訓
練

■日
９
月
13
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
由
良
漁

港　

■内
救
命
索
発
射
器
操
法
や
救
命
法
等
の

基
本
訓
練
、
船
舶
の
事
故
を
想
定
し
た
総
合

訓
練　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
６
２

ま
た
は
温
海
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
43
‐
４
６

１
１
へ鶴

岡
地
区
物
産
協
同
組
合
研
修
会

「
お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
」

■日
９
月
13
日
○土
午
後
３
時　

■場
東
京
第
一
ホ

テ
ル
鶴
岡　

■師
茂
木
久
美
子
氏
（
元
山
形
新

幹
線
「
つ
ば
さ
」
車
内
販
売
員
）　

■費
５
０

０
円
（
同
組
合
員
は
無
料
）　

■問
同
組
合
☎

64
‐
８
７
０
１

庄
内
コ
ン

■日
９
月
13
日
○土
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３

時〈G
ood Luck C

afe

〉）　

■場
鶴
岡
銀
座

商
店
街
の
飲
食
店
等　

■対
20
歳
以
上
の
独
身

の
男
女
各
１
０
０
人
（
同
性
２
人
１
組
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
）　

■費
男
性
…
５
、
５

０
０
円　

女
性
…
３
、
５
０
０
円
（
当
日
は

各
１
、
０
０
０
円
増
し
）　

■申
庄
内
コ
ン
HP

申
込
み
フ
ォ
ー
ム　

■問
グ
ラ
ー
ド
内
「
同
実

行
委
員
会
」
事
務
局
☎
35
‐
０
６
７
３

鶴
岡
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

■日
９
月
13
日
○土
午
後
７
時
15
分　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

湯
殿
山
神
社
↓
花
ノ
木
坂
約
６
㎞
を
歩
き
ま
す 

六
十
里
越
街
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
９
月
14
日
○日
午
前
８
時
40
分
〜
午
後
３
時

（
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
集
合
）　

■定
先
着
20
人　
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■持
昼
食
等　

■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
と
水
☎
０
９

０
‐
９
７
４
２
‐
７
４
４
０

サ
ン
チ
ュ
ア
パ
ー
ク 

ち
ょ
こ
っ
と
手
づ
く
り
体
験
工
房

■日
９
月
14
日
○日
・
15
日
○月
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時　

■場
月
山
あ
さ
ひ
サ
ン
チ
ュ
ア

パ
ー
ク
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
湯
殿
山
ス

キ
ー
場
ヒ
ュ
ッ
テ
丸
森　

■内
森
の
カ
レ
ン

ダ
ー
、エ
コ
布
ぞ
う
り
、く
る
み
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
、木
工
ク
ラ
フ
ト
、絵
皿
、ス
ト
ー
ン
ア
ー

ト
、米
粉
パ
ン
ケ
ー
キ
、木
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
等　

■費
３
０
０
円
か
ら
（
体
験
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
）　

■問
朝
日
庁
舎
産
業
課
☎
内
線
３
５

１
ま
た
は
同
パ
ー
ク
☎
54
‐
６
６
０
６
へ

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部 

シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会

■日
９
月
15
日
○月
午
前
10
時　

■場
勤
労
者
会
館　

■問
同
支
部
☎
23
‐
４
３
５
１

出
羽
庄
内
国
際
村 

20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

▼
国
際
村
音
楽
祭
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
逍
遥
」

■日
９
月
15
日
○月　

■時
・
■内
①
午
後
３
時
…
タ

ル
バ
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
モ
ン
ゴ
ル
＆
ト
ゥ

バ
音
楽
）　

②
６
時
30
分
…
フ
ァ
ル
ハ
コ
ン

サ
ー
ト
（
ア
ラ
ブ
音
楽
）　

■費
①
②
各
１
、５

０
０
円
（
通
し
券
２
、
０
０
０
円
あ
り
。
18

歳
以
下
無
料
。
当
日
は
各
５
０
０
円
増
し
）

▼
国
際
村
ワ
ー
ル
ド
バ
ザ
ー
ル　

■日
９
月
28

日
○日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時　

■内
大
道

芸
・
歌
・
踊
り
・
演
奏
等
の
発
表
、
太
極
拳
・

ヨ
ガ
体
験
、
世
界
の
料
理
・
雑
貨
販
売
、
屋
台
、

関
係
団
体
の
活
動
紹
介
、
バ
ザ
ー
、
世
界
の

衣
装
展
示
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等　

■他
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
出
店
者
募
集
（
■定
昼
…

22
人　

夜
…
８
人　

一
箱
古
本
市（
夜
）…
８

人　

■費
５
０
０
円　

■申
９
月
２
日
○火
か
ら
）

▼
共
通　

■場
・
■申
同
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０

０　

■他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

図
書
館
開
館
１
０
０
周
年
プ
レ
事
業 

箱
石
大
氏
講
演
会「
庄
内
藩
の
戊
辰
戦
争
」

■日
９
月
20
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■定
１
０
０

人　

■師
箱
石
大
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

准
教
授
）　

■場
・
■申
９
月
３
日
○水
か
ら
図
書

館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

地
域
の〝
足
〞を
み
ん
な
で
考
え
、元
気
に
し
よ
う
！ 

鶴
岡
市
地
域
公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
９
月
20
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
１
５
０
人　

■内

本
市
の
地
域
公
共
交
通
に
お
け
る
取
り
組
み
、

基
調
講
演
「
地
域
公
共
交
通
の
勘
ど
こ
ろ
〜

み
ん
な
で
つ
く
る
公
共
交
通
」
若
菜
千
穂
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
て
地
域
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
）、
先
進
地
事
例
発
表
（
新
潟
市
都

市
交
通
政
策
課
）、ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
地

域
の
足
を
守
る
た
め
に
、地
域
、事
業
者
、行

政
の
役
割
と
は
」（
▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…

元
田
良
孝
氏
〈
岩
手
県
立
大
学
教
授
〉　

▽

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
…
若
菜
千
穂
氏　

▽
パ
ネ

リ
ス
ト
…
新
潟
市
都
市
交
通
政
策
課
・
藤
島

東
栄
地
区
デ
マ
ン
ド
交
通
運
営
協
議
会
・
羽

黒
地
域
市
営
バ
ス
利
用
拡
大
協
議
会
・
庄
内

交
通
㈱
・
本
所
地
域
振
興
課
）　

■申
９
月
11
日

○木
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
２
２
へ

紅
葉
の
高
館
山
を
散
策 

つ
る
お
か
森
の
時
間

■日
９
月
21
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

（
市
役
所
本
所
集
合
・
解
散
）　

■対
小
学
生
以

上
先
着
40
人　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
…
５
０
０
円　

■持
昼
食
、
お
わ

ん
、
カ
メ
ラ
等　

■申
９
月
17
日
○水
ま
で
本
所

地
域
振
興
課
☎
内
線
５
８
６
へ　

■他
少
雨
決

行
。
雨
天
時
は
時
間
・
内
容
等
の
変
更
あ
り

あ
り
が
と
う
♡ 

あ
な
た
の
省
エ
ネ 

未
来
を
救
う 

環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
２
０
１
４

■日
９
月
21
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

▼
表
彰
・
作
品
展
示　

■内
環
境
絵
画
、グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

▼
企
業
・
団
体
の
出
展　

■内
約
60
の
企
業
・

団
体
の
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
や
先
進
的
な

取
り
組
み
を
紹
介

▼
ク
イ
ズ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト　

■内
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
正
解
者
に
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
先
着

２
０
０
人
）、
環
境
ク
イ
ズ
優
勝
者
に
リ
サ

イ
ク
ル
自
転
車
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
等

▼
体
験
コ
ー
ナ
ー　

■内

マ
イ
バ
ッ
グ
作
り
、
木

工
ク
ラ
フ
ト
、
海
岸
漂

着
物
ア
ー
ト
作
品
作
り
、

絵
本
作
り
等

▼
生
物
・
自
然　

■内
加

茂
水
族
館
ク
ラ
ゲ
水
槽

の
展
示
、
外
来
植
物
抜

取
り
作
戦
の
紹
介
、
さ
く
ら
草
を
増
や
す
活

動
の
紹
介
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
等

▼
エ
コ
カ
ー
展
示
・
試
乗　

■内
電
気
自
動
車
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
等

▼
び
っ
く
り
エ
コ
実
験　

■師
鶴
岡
高
専
学
生

▼
販
売　

■内
市
内
各
地
域
の
農
産
物
・
軽
食

の
販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

■持
マ
イ

バ
ッ
グ
、
マ
イ
箸
、
マ
イ
ボ
ト
ル

▼
お
も
ち
ゃ
の
か
え
っ
こ　

■内
要
ら
な
い
お

も
ち
ゃ
を
欲
し
い
お
も
ち
ゃ
と
交
換

▼
小
型
家
電
の
無
料
回
収　

■
回
収
品
目

パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
ゲ
ー
ム
機
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ

イ
ヤ
ー
、
地
デ
ジ
・
Ｂ
Ｓ
チ
ュ
ー
ナ
ー
等

▼「
こ
ど
も
環
境
学
習
ひ
ろ
ば
」参
加
者
募
集

■時
午
前
10
時
30
分　

■対
市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
15
組　

■内

「
水
」
を
テ
ー
マ
に
環
境
学
習
、廃
食
油
（
天

ぷ
ら
油
等
）
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン

ド
ル
作
り　

■持
廃
食
油
２
０
０
㏄
、
ク
レ
ヨ

ン
、
容
器
等　

■申
９
月
１
日
○月
〜
12
日
○金

▼「
ス
ポ
ー
ツ
ご
み
拾
い
」参
加
者
募
集　

小

真
木
原
公
園
内
で
拾
っ
た
ご
み
の
量
と
質
を

競
い
合
い
ま
す　

■時
午
前
11
時
30
分　

■対
３

〜
５
人
の
グ
ル
ー
プ
（
小
学
生
以
下
の
参
加

は
１
人
以
上
の
保
護
者
同
伴
）　

■申
９
月
16

日
○火
ま
で　

■他
申
込
み
用
紙
は
市
HP「
環
境

課
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
共
通　

■申
本
所
環
境
課
内
「
環
境
つ
る
お

か
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
１
９

県
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
中
学
生
が
熱
い
思
い
を
発
表 

山
形
県
少
年
の
主
張
大
会

■日
９
月
21
日
○日
午
後
１
時　

■場
山
形
ビ
ッ
グ

ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）　

■問
本
所
防
災
安
全

課
☎
内
線
６
６
２
ま
た
は
鶴
岡
警
察
署
生
活

安
全
課
☎
28
‐
０
１
１
０
へ

講
演
会
「
吉
野
弘
の
周
辺
」

■日
９
月
21
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■師
高
瀬
靖
氏
（
山
形

県
詩
人
会
会
長
）　

■問
茨
木
の
り
子
六
月
の

会
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観
光
栗
園
オ
ー
プ
ン

■日
９
月
21
日
○日
〜
10
月
19
日
○日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
（
雨
天
時
も
入
場
可
）　

■費
大
人

…
２
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
１
０
０
円（
別

途
栗く
り

代
〈
１
㎏
当
た
り
４
０
０
円
〉）　

■場
・

■申
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ「
こ
だ
わ
り

の
本
場
ス
タ
ミ
ナ
餃
子
い
ろ
い
ろ
」

■日
９
月
22
日
○月
午
前
９
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■定
20
人　

■費
１
、
０

０
０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
等　

■申
９

月
16
日
○火
ま
で
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

中
央
公
民
館
文
化
祭

　

中
央
公
民
館
や
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
や
団
体
が
、
日

頃
の
練
習
・
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
車

で
お
い
で
の
方
は
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

▼
展
示
部
門　

■場
・
■日
中
央
公
民
館
…
９
月

26
日
○金
〜
28
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
28
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

中
央
公
民
館
女

性
セ
ン
タ
ー
…
27
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
、
28
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ス
テ
ー
ジ
部
門　

■日
28
日

○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分　

■場
同
館

▼
お
茶
席　

■日
・
■内
27
日
○土

…
抹
茶　

28
日
○日
…
煎
茶　

■場
同
セ
ン
タ
ー

▼
売
店
・
食
堂
部
門　

■場
・

■日
・
■内
同
館
…
28
日
○日
午
前
９
時
30
分（
サ
ー

ク
ル
作
品
販
売
〈
な
く
な
り
次
第
終
了
〉）　

同
セ
ン
タ
ー
…
27
日
○土
・
28
日
○日
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
売
店
、
食
堂
）

▼
共
通　

■問
同
館
内「
文
化
祭
実
行
委
員
会
」

事
務
局
☎
25
‐
１
０
５
０

致
道
館
文
化
講
演
会

■日
９
月
27
日
○土　

■時
・
■場
・
■内
▽
午
後
０
時

30
分
（
致
道
館
）
…
致
道
館
の
日
式
典
、
講

話「
致
道
館
の
日
に
寄
せ
て
」本
間
立
氏（
山

形
県
青
少
年
専
門
員
）　

▽
２
時
20
分
（
荘

内
神
社
参
集
殿
）
…
児
童
・
生
徒
の
論
語
作

文
発
表
会
、
講
演
「
古
典
に
詠
ま
れ
た
王
昭

君
に
つ
い
て
」
菅
原
直
香
氏
（
全
国
漢
文
教

育
学
会
北
海
道
東
北
地
区
評
議
員
）

市
民
向
け
成
年
後
見
制
度
研
修
会 

「
成
年
後
見
制
度
っ
て
な
あ
に
？
」

■日
９
月
27
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
１
０
０
人　

■師

池
田
德
博
氏
（
弁
護
士
）　

■申
９
月
１
日
○月

〜
12
日
○金
に
鶴
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
29
‐
４
１
８
０
へ　

■他
講
演
後
に
同

制
度
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
（
無

料
。
抽
せ
ん
で
15
人
）

鶴
岡
藤
沢
周
平
文
学
愛
好
会 

読
書
会「
時
代
小
説
に
出
る
諜
報
合
戦
」

■日
９
月
28
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■定
40
人　

■
対
象
作

品　
『
闇
の
傀
儡
師
』　

■師
松
田
静
子
氏
（
同

会
顧
問
）　

■問
同
会
事
務
局

夕
日
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か 

ス
シ
♥
婚

■日
９
月
28
日
○日
午
後
２
時
30
分　

■場
鼠
ケ

関
・
鮨
処
朝
日
屋
２
号
店　

■対
30
〜
45
歳
の

独
身
の
男
女
各
10
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
）　

■内
握
り
ず
し
体
験
、交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
（
ア
ル
コ
ー
ル
あ
り
）　

■費
男
性
…

４
、
０
０
０
円　

女
性
…
２
、
０
０
０
円

■申
９
月
５
日
○金
ま
で
温
海
庁
舎
総
務
企
画
課

☎
内
線
３
１
２
へ　

■他
詳
細
は
市
HP
「
つ
る

お
か
婚
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」。
飲
酒
を

す
る
方
は
Ｊ
Ｒ
を
ご
利
用
の
上
お
い
で
く
だ

さ
いつ

る
お
か
の
〝
旬
〞
を
ま
る
か
じ
り
！ 

ま
る
っ
と
婚
活
物
語

■日
10
月
４
日
○土
正
午
〜
５
日
○日
午
後
３
時

（
市
役
所
本
所
集
合
。
１
泊
２
日
）　

■対
20
〜

45
歳
の
未
婚
の
男
女
各
先
着
15
人
（
男
性
は

市
内
、
三
川
町
ま
た
は
庄
内
町
在
住
の
方
限

定
）　

■内
加
茂
水
族
館
見
学
、
羽
黒
山
石
段

登
り
、
ぶ
ど
う
狩
り
、
芋
煮
会
等　

■費
男
性

…
６
、
０
０
０
円　

女
性
…
４
、
０
０
０
円　

■持
保
険
証
等　

■申
９
月
19
日
○金
ま
で
本
所
地

域
振
興
課
☎
内
線
５
８
６
へ　

■他
詳
細
は
市

HP
「
つ
る
お
か
婚
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
10
月
の
予
定
〉

▼
鶴
岡
和
紙
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
展

　
■日

１
日
○水
〜
５
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
５
日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
如
月
会
水
墨
画
展

　
■日
５
日
○日
〜
８
日
○水

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
８
日
は
午
後
４
時

ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
荘
内
流
公
演

　
■日
５
日

○日
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館　

■費
５

０
０
円

▼
鶴
岡
市
近
郊
で
見
ら
れ
る
薬
用
植
物
展

■日
10
日
○金
〜
13
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
13
日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
藤
島
地
区
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
ん
だ
ば
、
語
て
み
っ
が
の
。
櫛
引
宿

　
■日

11
日
○土
午
後
１
時　

■場
王
祇
会
館

▼
各
流
派
合
同
い
け
ば
な
展
　
■日
18
日
○土
・

19
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
19
日
は
午

後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ

ム　

■費
３
０
０
円

▼
表
千
家
流
茶
会
　
■日
19
日
○日
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

■場
致
道
館　

■費
８
０
０
円

▼
日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会
吟
詠
大
会
　
■日

19
日
○日
午
後
０
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館

▼
飛
雲
会
展
　
■日
21
日
○火
〜
25
日
○土
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
（
21
日
は
午
後
１
時
か

ら
、25
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
フ
ォ
ト
・
ア
イ
写
真
展
　
■日
22
日
○水
〜
26

日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
（
26
日
は

午
後
４
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム

▼
つ
る
お
か
小
品
盆
栽
展
　
■日
24
日
○金
〜
26

日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
26
日
は
午
後

４
時
ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
鶴
岡
市
合
同
短
歌
会

　
■日
26
日
○日
午
前
10

時
〜
午
後
４
時　

■場
図
書
館
本
館　

■費
２
、

０
０
０
円
（
投
稿
の
み
１
、
５
０
０
円
。
学

生
及
び
講
演
の
聴
講
の
み
は
無
料
）

▼
八
沢
会
唄
と
踊
り
の
つ
ど
い

　
■日
26
日
○日

正
午　

■場
中
央
公
民
館　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
庄
内
写
真
研
究
会
写
真
展
　
■日
29
日
○水
〜
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11
月
３
日
○月
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

分（
３
日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
秋
季
さ
つ
き
盆
栽
展

　
■日
31
日
○金
〜
11
月

２
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
２
日
は
午

後
４
時
ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
荘
内
書
道
展
覧
会　

■日
31
日
○金
〜
11
月
３

日
○月
午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

■場
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
共
通　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
内

「
同
運
営
委
員
会
」事
務
局
☎
57
‐
４
８
６
７

‐
お
米
が
と
れ
た
よ 

み
ん
な
で
踊
ろ
う
！
‐ 

山
形
大
学
農
場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
10
月
４
日
○土
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時　

■場
山
大
農
学
部
高
坂
農
場　

■内
炊
き
立
て
御

飯
の
振
る
舞
い
、
農
産
物
販
売
、
音
楽
演
奏
、

農
機
シ
ョ
ー
、
ポ
ニ
ー
と
触
れ
合
い
等　

■問

同
学
部
事
務
室
☎
24
‐
２
２
７
８

ひ
き
こ
も
り
講
演
会 

「
ひ
き
こ
も
り
か
ら
の
回
復
」

■日
10
月
４
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■師
中
垣

内
正
和
氏
（
全
国
Ｋ
Ｈ
Ｊ
引
き
こ
も
り
親
の

会
副
代
表
）　

■申
９
月
30
日
○火
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
一
歩
☎
64
‐
８
６
９
０
へ

ガ
リ
版
印
刷
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う

■日
10
月
５
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■対
中
学
生

以
上
先
着
12
人　

■内
身
近
な
材
料
を
使
っ
て

簡
易
印
刷
機
を
作
り
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
印

刷
す
る　

■費
６
０
０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン
、
タ

オ
ル
、
下
絵　

■場
・
■申
９
月
４
日
○木
〜
28
日

○日
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２

６
０
へ10

月
１
日
〜
７
日
は
「
法
の
日
」
週
間 

裁
判
所
見
学
会

■日
10
月
９
日
○木
午
後
１
時
15
分　

■場
山
形
地

方
・
家
庭
裁
判
所
鶴
岡
支
部　

■定
先
着
30
人　

■内
刑
事
裁
判
傍
聴
、
裁
判
手
続
（
裁
判
員
制

度
等
）
の
説
明
、
施
設
見
学　

■申
山
形
地
方

裁
判
所
鶴
岡
支
部
庶
務
課
☎
23
‐
６
６
６
６

せ
か
い
の
台
所 

メ
キ
シ
コ
料
理 

〜
グ
レ
ッ
グ
さ
ん
の
台
所
〜

■日
10
月
18
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
グ
レ
ッ
グ
・
ソ
テ
ィ
ロ
ス
氏
（
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
出
身
）　

■費
２
、
０
０
０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン　

■場
・
■申
９
月
13
日
○土
か
ら
出

羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０
へ　

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

市
民
プ
ー
ル 

９
月
か
ら
の
一
般
利
用

■日
月
曜
〜
金
曜
日
…
午
後
１
時
〜
３
時
・

６
時
〜
８
時　

土
曜
日
…
午
後
１
時
〜
４

時
・
６
時
〜
８
時　

日
曜
日
、祝
日
…
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時　

■
臨

時
休
館
日　

９
月
30
日
○火
〜
10
月
12
日
○日　

■問
一
般
財
団
法
人
鶴
岡
水
泳
育
成
協
会
☎
22

‐
０
０
７
４

健
康
長
寿 

住
民
か
ら
の
取
り
組
み 

長
野
県
佐
久
地

域
と
の
交
流
を
通
し
て
健
康
長
寿
の
秘
訣
を
学
ぼ
う

■日
９
月
６
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■内
講
演
（
西
垣
良

夫
氏
〈
佐
久
総
合
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
健
康

管
理
部
長
〉・
前
島
文
夫
氏
〈
同
病
院
本
院

健
康
管
理
部
長
〉）、
取
り
組
み
紹
介
等　

■申

慶
應
義
塾
大
学
か
ら
だ
館
☎
29
‐
０
８
０
６

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
９
月
８
日
○月
午
後
６
時
30
分

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

９
月
５
日
○金
午
後
７
時
、
10
日
○水
午
後
７
時
、

11
日
○木
午
後
２
時
、
17
日
○水
午
後
２
時
・
７

時
、
25
日
○木
午
後
２
時
、
26
日
○金
午
後
７
時
、

30
日
○火
午
後
２
時
、
10
月
３
日
○金
午
後
７
時

（
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会　

■日
９
月

19
日
○金
、
10
月
１
日
○水
午
後
７
時
）

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

９
月
11
日
○木
午
後
７
時　

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
30
分
、

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円　
　

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

認
知
症
患
者
家
族
教
室

■日
９
月
20
日
○土
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥
ふ
る　

■内
講
話
「
認
知
症
を
知
る
〜
認
知
症
か
な
？

と
思
っ
た
ら
」
丸
谷
宏
（
荘
内
病
院
神
経
内

科
主
任
医
長
）、
ア
ド
バ
イ
ス
（
保
健
師
）

■申
鶴
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐

４
１
８
０
ま
た
は
健
康
課
（
に
こ
♥
ふ
る
）

☎
内
線
３
６
４
へ

つ
る
お
か
健
康
塾
「
笑
い
と
健

康
〜
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
の
効
果
〜
」

■日
９
月
20
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■師
山
口
考
子
氏
（
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
マ
ス

タ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
）　

■申
９
月
17
日
○水
ま
で

同
院
地
域
医
療
連
携
室
内
「
緩
和
ケ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
」
☎
26
‐
５

１
８
０
へ

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
教
室 

元
気
も
り
も
り
健
康
教
室《
柿
コ
ー
ス
①
》

■日
９
月
22
日
○月
午
後
１
時　

■場
に
こ
♥
ふ
る　

■対
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
に
興
味
の
あ
る

方
先
着
30
人　

■内
体
操
「
運
動
器
を
鍛
え
て

若
さ
を
保
つ
」
澤
田
美
佳
氏
（
健
康
運
動
指

導
士
）、
講
話
「
健
康
長
寿
の
６
つ
の
ポ
イ

ン
ト
」
保
健
師
、
講
話
「
能
力
向
上
の
生
活

術
」
管
理
栄
養
士
、
脳
活
性
化
ゲ
ー
ム
等

■申
９
月
16
日
○火
ま
で
鶴
岡
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
３
６
へ

市
民
サ
ロ
ン
第
２
講「
み
ん
な
で
目
指
そ

う
！
安
心
・
安
全
、健
康
大
国
つ
る
お
か
」

■日
９
月
25
日
○木
午
後
６
時
30
分　

■場
庄
内

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■内「
健
康
寿
命
を
の

ば
す
た
め
に
」
松
田
徹
氏
（
庄
内
保
健
所

長
）、「
電
動
車
い
す
の
安
全
運
転
支
援
と
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」
金
帝
演
氏
（
鶴

岡
高
専
制
御
情
報
工
学
科
助
教
）　

■申
同
セ

ン
タ
ー
内
「
鶴
岡
高
専
技
術
振
興
会
」
☎
23

‐
２
２
０
０

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
日
本
海
と
湯
け
む
り
の
里　

■日
９
月
28
日

○日
午
前
８
時（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発〈
要

予
約
〉）　

■場
峠
ノ
山
集
会
セ
ン
タ
ー
↓
西
山

林
道
↓
越
路
峠
↓
あ
つ
み
温
泉（
足
湯
巡
り
）

↓
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー
（
８
・
７
㎞
）
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■費
１
、
０
０
０
円
（
現
地
集
合
〈
午
前
８
時

45
分
・
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー
〉
の
場
合

は
９
０
０
円)　

■申
９
月
11
日
○木
〜
18
日
○木

▼
金
峯
山
修
験
の
み
ち 

藤
沢
へ　

■日
10
月

４
日
○土
午
前
８
時
30
分

（
市
役
所
本
所
集
合〈
全

員
バ
ス
利
用
〉）　

■場
中

の
宮
↓
金
峯
山
山
頂
↓

藤
沢
口
↓
湯
田
川
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
約
10
㎞
）　

■費
１
、
０

０
０
円
（
孟も
う
そ
う宗
汁
・
孟

宗
お
こ
わ
代
）　

■申
９

月
19
日
○金
〜
29
日
○月　

▼
共
通　

■定
１
０
０
人
（
小
学
生
以
下
保
護

者
同
伴
）　

■持
軽
食
、
お
わ
ん
、
箸
等　

■申

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー 

天
腎
祭

■日
９
月
28
日
○日
午
後
２
時　

■場
先
端
研
究
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■内
転
ば
ぬ
先
の「
知
恵
」

知
っ
て
得
す
る
腎
臓
と
神
経
の
お
話（
医
師
・

栄
養
士
・
理
学
療
法
士
・
看
護
師
等
）　

■申

９
月
17
日
○水
ま
で
鶴
岡
地
区
医
師
会
☎
22
‐

０
１
３
６
へ

緩
和
ケ
ア
市
民
公
開
講
座 

〜
地
域
で
支
え
る
緩
和
ケ
ア
〜

■日
10
月
５
日
○日
午
後
２
時
10
分　

■場
な
の
花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）　

■内
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
「
命
は
そ

ん
な
に
や
わ
じ
ゃ
な
い
２
」
杉

浦
貴
之
氏
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
ン
ナ
ー
）　

■申
10
月
１
日
○水

ま
で
荘
内
病
院
地
域
医
療
連
携
室
内
「
緩
和

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
」
☎

26
‐
５
１
８
０
へ

庄
内
南
部
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
が
ん
検
診
受
診
向
上
対
策
事
業 

が
ん
講
演
会

■日
10
月
７
日
○火
午
後
１
時
30
分　

■場
響
ホ
ー

ル
（
庄
内
町
）　

■内
寸
劇
「
あ
の
時
、
検
診

受
け
で
良
か
っ
た
！
」
庄
内
て
ま
り
の
会
、

講
演
「
が
ん
と
ど
う
向
き
合
う
か
〜
正
し
い

が
ん
情
報
を
知
ろ
う
！
〜
」垣
添
忠
生
氏（
日

本
対
が
ん
協
会
会
長
）　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
８

高
齢
者
の
転
倒
予
防
の
た
め
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

ま
ち
な
か
筋
し
ゃ
ん
塾

■日
10
月
10
日
〜
12
月
12
日
の
毎
週
金
曜
日
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
全
10
回
）　

■場

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー　

■対
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方
で
医
師
か
ら

運
動
制
限
を
受
け
て
い
な
い
方
先
着
20
人

■内
筋
ト
レ
マ
シ
ン
で
運
動
、
筋
ト
レ
体
操
、

個
別
メ
ニ
ュ
ー　

■師
澤
田
美
佳
氏
（
健
康
運

動
指
導
士
）　

■申
９
月
16
日
○火
ま
で
鶴
岡
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
１
１
１

内
線
５
３
６
へ

一
般
財
団
法
人
「
鶴
岡
水
泳

育
成
協
会
」　

受
講
生
募
集

▼
水
遊
び
８
回
コ
ー
ス　

■日
10
月
18
日
○土
・

25
日
○土
、
11
月
１
日
○土
・
15
日
○土
・
22
日

○土
・
29
日
○土
、
12
月
13
日
○土
・
20
日
○土
午
前

９
時
45
分
〜
10
時
45
分
（
全
８
回
）　

■対
年

長
児
〜
小
学
２
年
生　

■費
８
、
０
０
０
円

▼
親
子
水
泳
教
室　

■日
10
月
18
日
○土
・
25
日

○土
、
11
月
１
日
○土
・
15
日
○土
・
22
日
○土
午
前

11
時
〜
11
時
45
分
（
全
５
回
）　

■対
１
〜
３

歳
児
と
そ
の
保
護
者　

■費
５
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■申
同
協
会
☎
22

‐
０
０
７
４　

■他
詳
細
は
同
協
会
HP

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
教
室
（
学
童
・
同
ク
ラ
ブ

会
員
限
定
）　

■日
毎
週
月
曜
日
午
後
６
時
30

分
〜
７
時
30
分　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円

▼
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室　

■日
９
月
の
毎
週
木

曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
（
全
４
回
）　

■費
２

０
０
円
（
同
ク
ラ
ブ
会
員
は
１
０
０
円
）

▼
お
し
ゃ
べ
り
ピ
ン
ポ
ン　

■日
毎
月
第
１
・

第
３
木
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時　

■費
１
回

１
０
０
円

▼
共
通　

■場
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

■申

同
ク
ラ
ブ
☎
53
‐
３
３
０
２

空
手
教
室 

会
員
募
集

■日
・
■場
月
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
…
朝
暘
武

道
館　

木
曜
日
午
後
７
時
35
分
〜
９
時
…
朝

暘
一
小　

■対
幼
児
〜
大
人　

■費
月
額
２
、
５

０
０
円
（
別
途
入
会
金
２
、
０
０
０
円
・
父

母
会
費
１
世
帯
５
０
０
円
）　

■申
和
道
会
鶴

岡
支
部　

■他
見
学
自
由

鶴
岡
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会 

指
導
者
の
派
遣
、企
画
の
相
談
に
応
じ
ま
す

　

地
域
や
学
校
、
子
供
会
、
各
種
施
設
等
の

行
事
で
楽
し
め
る
、
ゲ
ー
ム
や
ソ
ン
グ
、
ダ

ン
ス
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■問
同
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１

子
育
て
・
子
供
向
け

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
９
月
11
日
○木

午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
市
内
在
住
で
平
成
26
年

４
月
・
５
月
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
そ
の
保

護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦　

■内
赤

ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
遊
び
、
お
茶
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
９
月
８
日
○月
ま
で

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
９
月
18
日
○木
午
前

10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
で
平

成
25
年
９
月
〜
26
年
３
月
生
ま
れ
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者　

■内
歌
と
体
操
、
赤
ち
ゃ

ん
と
の
触
れ
合
い
遊
び　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
９
月
12
日
○金
ま
で

▼「
保
育
園
体
験
」
自
然
の
中
で
遊
ぼ
う
！　

■日
10
月
１
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
１
時　

■場

三
瀬
保
育
園
、
八
森
山
周
辺　

■対
２
歳
以
上

の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
15
組　

■内
自
然

の
中
で
園
児
と
一
緒
に
遊
ぶ
、
給
食
の
試
食　

■申
９
月
１
日
○月
か
ら

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
中
高
生
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ
あ
い
事
業

「
こ
ん
に
ち
は
！
赤
ち
ゃ
ん
」赤
ち
ゃ
ん
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集　

■日
９
月
ま
た
は
10
月
（
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）　

■場
鶴
岡

北
高
校
、
鶴
岡
南
高
校
山
添
校　

■対
12
か
月

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■内
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高
校
生
と
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
母
親
の
触
れ
合

い
交
流

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

■日
９

月
28
日
○日　

■時
①
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分　

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
①
と

②
で
店
の
入
替
え
あ
り
）　

■場
同
館　

■内
乳

幼
児
〜
小
学
生
の
衣
類
・
玩
具
等
の
販
売（
全

品
５
０
０
円
以
下
）　

■他
出
店
者
募
集
（
■定

①
②
各
８
人　

■費
１
５
０
円　

■申
９
月
１
日

○月
〜
12
日
○金　

■
抽
せ
ん
会　

９
月
13
日
○土

午
前
10
時
）。
大
型
商
品
販
売
委
託
品
募
集

（
■申
９
月
27
日
○土
ま
で　

■
委
託
料　

売
上

げ
の
５
％
）

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
de
ク
ッ
キ
ン
グ
「
子
ど
も
だ

け
で
料
理
に
挑
戦
!!
」　

■日
①
10
月
５
日
○日

午
前
10
時
〜
正
午　

②
19
日
○日
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
（
全
２
回
）　

■場
同
館　

■対
小
学

生
先
着
12
人（
②
は
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
）　

■内
①
メ
ニ
ュ
ー
・
材
料
・
作
り
方
を
決
め
る　

②
調
理
、
保
護
者
を
招
待
し
て
会
食　

■費
１

人
３
０
０
円　

■申
９
月
21
日
○日
か
ら

▼
共
通　

■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

西
部
児
童
館 

ゆ
め
っ
く
り
映
画
会

■日
９
月
13
日
○土
午
後
２
時　

■対
小
学
生
、
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

■内『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』、『
じ

ご
く
の
そ
う
べ
い
』
他　

■場
・
■問
同
館
☎
29

‐
０
０
３
１

南
部
児
童
館

▼
自
然
体
験
活
動
「
楽
し
さ
満
点
！
森
で
遊

ぼ
う
in
大
鳥
〜
カ
ヌ
ー
で
の
ん
び
り
水
上
散

歩
と
魚
つ
か
み
体
験
＆
焼
き
芋
体
験
〜
」

■日
９
月
20
日
○土
午
前
８
時
50
分
〜
午
後
４
時

（
同
館
集
合
）　

■場
大
鳥
自
然
の
家
、
タ
キ
タ

ロ
ウ
村
周
辺　

■対
約
１
時
間
山
歩
き
が
で
き

る
小
学
生
先
着
20
人　

■費
５
０
０
円　

■申
９

月
３
日
○水
か
ら

▼
戦
闘
中
（
南
部
児
童
館
バ
ー
ジ
ョ
ン
２
）　

■日
10
月
４
日
○土
午
後
２
時　

■場
朝
暘
一
小

■内
鬼
ご
っ
こ
と
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
組
み
合
わ

せ
た
遊
び
。
相
手
に
勝
っ
た
ら
金
券
を
獲
得　

■申
９
月
３
日
○水
〜
19
日
○金
に
申
し
込
む
と
特

典
あ
り
。
当
日
参
加
も
可

▼
共
通　

■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
９
月
の
講
座

■日
９
月
19
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■内「
絵
本

で
育
つ
子
ど
も
と
こ
と
ば
」石
田
幸
氏　

■場
・

■問
ま
ん
ま
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

施
設
の
催
し
等

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
９
月
４
日
〜
25
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

■師
舩

見
敬
造
氏

▼
竹
塗
り　

■日
９
月
６
日
○土
・
20
日
○土
午
前

９
時

▼
社
交
ダ
ン
ス　

■日
９
月
６
日
○土
・
20
日
○土

午
前
10
時

▼
唄
を
楽
し
む
会　

■日
９
月
11
日
〜
26
日
の

毎
週
木
曜
・
金
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時

▼
老
セ
ン
ま
つ
り　

■日
10
月
９
日
○木
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時　

■費
５
０
０
円　

■申
９

月
25
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６自

然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
企
画
展
示
「
昭
和
30
〜
40
年
代
の
高
館
山

周
辺
の
昆
虫
標
本
」　

■日
９
月
15
日
○月
ま
で

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト　

■日
９
月

13
日
○土
、
10
月
４
日
○土
午
前
９
時　

■内
外
来

植
物
駆
除　

■持
軍
手
等

▼
里
地
里
山
学　

■日
・
■内
９
月
27
日
○土
午

後
１
時
30
分
…「
木
の
年
輪
を
調
べ
て
み
よ

う
！
」
野
堀
嘉
裕
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）

10
月
４
日
○土
午
後
７
時
…「
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の

は
な
し
」
平
智
氏
（
同
）　

■定
各
日
30
人　

■費
５
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

創
造
の
森
交
流
館

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校
「
交
流
学
習
会
」

■日
９
月
６
日
○土
、
10
月
４
日
○土
、
11
月
１
日

○土
午
前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■持
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ

▼
縄
文
土
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か　

■日
９

月
13
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

■場
同

館　

■定
先
着
30
人　

■師
江
川
満
氏（
陶
芸
家
）　

■費
３
０
０
円
（
粘
土
２
㎏
代
。
追
加
の
場
合

は
別
途
）　

■持
昼
食
、
タ
オ
ル
等　

■申
９
月

10
日
○水
ま
で　

■他
焼
き
上
げ
は
10
月
11
日
○土

▼
羽
黒
街
道
の
旧
道
を
歩
く　

■日
９
月
20
日

○土
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
（
市
役
所
本

所
集
合
。
帰
り
は
起
点
ま
で
の
無
料
バ
ス
あ

り
）　

■場
市
役
所
本
所
↓
羽
黒
山
五
重
塔（
約

15
㎞
）　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
18
日
○木
ま
で

▼
デ
ジ
カ
メ
超
初
心
者
講
習
会　

■日
９
月
27

日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■定
先
着
25

人　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
取
扱
説
明
書

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

致
道
博
物
館

▼
土
曜
講
座
第
２
講　

■日
９
月
６
日
○土
午
後

２
時　

■内「
初
期
写
真
か
ら
見
た
山
形
の
写

真
師
た
ち
」
平
井
鉄
寛
氏
（
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム
主
任
学
芸
員
）

▼
現
代
日
本
画
家
佐
々
木
曜
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■日
９
月
７
日

○日　

■内
列
品
解
説
等　

■師
佐
々
木
曜
氏

▼「
大
泉
叢
誌
」
を
読
む　

■日
９
月
20
日
○土

午
後
２
時

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

■費
大

人
…
７
０
０
円　

学
生
…
３
８
０
円　

小
・

中
学
生
…
２
８
０
円
（
常
設
展
示
・
庭
園
の

観
覧
も
含
む
）　

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
風
穴
観
察
会　

ジ
ャ
ガ
ラ
モ
ガ
ラ
風
穴

（
天
童
市
）
を
見
に
行
き
ま
す　

■日
９
月
７

日
○日
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
（
小
真
木
原
公

園
中
央
駐
車
場
集
合
）　

■定
先
着
20
人　

■費

大
人
…
１
、
５
０
０
円　

子
供
…
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
６
日
○土
ま
で

▼
月
山
ク
リ
ー
ン
＆
月
山
を
外
来
植
物
か
ら

守
ろ
う
パ
ー
ト
３　

ご
み
拾
い
を
し
な
が
ら

姥
沢
（
西
川
町
）
ま
で
歩
き
、
山
頂
付
近
で

オ
オ
バ
コ
等
の
除
去
作
業
を
し
ま
す　

■日
９

月
20
日
○土
午
前
７
時
30
分
〜
21
日
○日
（
同
セ

ン
タ
ー
集
合
。
１
泊
２
日
）　

■定
先
着
20
人　

■費
８
、
０
０
０
円
（
山
小
屋
宿
泊
代
等
）

■持
昼
食
、
携
帯
食
、
着
替
え
、
軍
手
等　

■申
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９
月
18
日
○木
ま
で

▼
紅
葉
の
弥
陀
ヶ
原
を
楽
し
も
う　

■日
10
月

４
日
○土
・
５
日
○日
午
前
８
時
〜
午
後
１
時（
同

セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
各
日
先
着
25
人　

■費

７
０
０
円
（
入
浴
券
代
等
）　

■持
昼
食
、
携

帯
食
等　

■申
10
月
２
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１　

■他
荒
天
時
中
止

講
座
・
講
習
会

鶴
岡
致
道
大
学
第
４
講
「
モ
ノ
づ
く
り
と
科
学

〜
下
町
ボ
ブ
ス
レ
ー
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
〜
」

■日
９
月
24
日
○水
午
後
６
時
45
分　

■場
公
益
大

大
学
院　

■師
國
廣
愛
彦
氏
（
㈱
フ
ル
ハ
ー
ト

ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役
）　

■費
１
、
０
０
０

円　

■申
本
所
地
域
振
興
課
内
「
鶴
岡
総
合
研

究
所
」
事
務
局
☎
内
線
５
８
６　

■他
致
道
大

学
受
講
生
は
入
場
料
・
申
込
み
不
要

市
民
の
た
め
の 

生
命
科
学
入
門
講
座

■日
９
月
29
日
○月
、
10
月
９
日
○木
・
21
日
○火
・

31
日
○金
、
11
月
７
日
○金
午
後
６
時
30
分
〜
８

時（
全
５
講
。
11
月
７
日
は
午
後
９
時
ま
で
）　

■場
第
１
講
〜
４
講
…
公
益
大
大
学
院　

第
５

講
…
先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■対
高

校
生
以
上
80
人　

■内「
火
星
移
住
計
画
」、「
ク

モ
糸
の
可
能
性
」、「
食
に
よ
る
腸
内
環
境
の

改
善
」（
予
定
）
他　

■費
２
、０
０
０
円
（
学

生
無
料
。
５
講
の
中
か
ら
選
択
し
て
受
講
す

る
場
合
は
各
講
５
０
０
円
）　

■申
致
道
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
☎
29
‐
０
８
１
０
ま
た
は
本
所
政

策
企
画
課
☎
内
線
５
２
６
へ　

■他
詳
細
は
致

道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
HP

鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会 

介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
Ⅱ
）

■日
10
月
１
日
○水
〜
12
月
５
日
○金　

■場
中
央
公

民
館
等　

■定
20
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、

９
月
12
日
○金
午
後
６
時
の
説
明
会
時
に
抽
せ

ん
）　

■費
３
万
円
（
別
途
健
康
診
断
料
）　

■申

９
月
８
日
○月
〜
12
日
○金
に
同
協
議
会
事
業
推

進
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
24
‐
０
０
５
３
ま

た
は
各
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
産
業
人
材
育
成
事
業 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
マ
ク
ロ
と
Ｖ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ　

■日
10
月
２
日
〜
11
月
17
日
の
毎
週

月
曜
・
木
曜
日
（
10
月
13
日
○月
と
11
月
３
日

○月
を
除
く
）
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
（
全
12

回
）　

■定
８
人　

■費
１
万
５
、０
０
０
円
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
基
礎
講
座　

■日
10
月
８

日
〜
29
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
30
分
（
全
４
回
）　

■定
８
人　

■費
６
、

０
０
０
円

▼
管
理
者
研
修　

■日
10
月
15
日
○水
・
16
日
○木

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
全
２
回
）　

■定
20

人　

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
HP

中
央
公
民
館 

後
期
市
民
講
座

▼
楽
書
〜
書
い
て
飾
っ
て
楽
し
む
書
〜　

■日

10
月
３
日
○金
、
11
月
７
日
○金
、
12
月
24
日

○水
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
全
３
回
）　

■場
同
館　

■定
15
人　

■師
岡
部
陽
子
氏
（
楽
書

主
宰
）　

■費
１
、
６
５
０
円
（
別
途
教
材
費
）

▼
き
り
え
を
楽
し
む　

■日
10
月
３
日
○金
・
17

日
○金
、
11
月
７
日
○金
・
21
日
○金
、
12
月
５
日

○金
・
19
日
○金
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
全

６
回
）　

■場
同
館　

■定
10
人　

■師
佐
藤
光
洋

氏
（
鶴
岡
き
り
え
の
会
）　

■費
３
、
３
０
０

円
（
別
途
教
材
費
）

▼
あ
の
懐
か
し
い
古
文
を
楽
し
く
学
ぼ
う
！　

■日
10
月
16
日
○木
・
30
日
○木
、
11
月
13
日
○木
・

27
日
○木
、
12
月
４
日
○木
・
18
日
○木
午
後
７

時
〜
９
時
（
全
６
回
）　

■場
同
館　

■定
30
人　

■師
山
口
邦
雄
氏
（
元
高
校
教
諭
）　

■費
３
、

５
０
０
円

▼
ま
る
ご
と
鶴
岡
〜
そ
ば
打
ち
巡
り
〜
（
体

験
型
現
地
研
修
）　

■日
・
■場
▽
10
月
22
日
○水

…
ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷　

▽
11
月
12
日
○水
…

田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

▽
12
月
10

日
○水
…
そ
ば
処
大
梵
字
（
全
３
回
）　

■時
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

■定
25
人

■費
２
、３
０
０
円
（
別
途
各
回
そ
ば
打
ち
代
）

▼
人
に
寄
り
添
う
や
さ
し
い
朗
読　

■日
・
■場

▽
10
月
23
日
○木
午
前
10
時
〜
正
午
…
同
館

▽
11
月
１
日
○土
午
前
９
時
20
分
〜
11
時
40
分

（
現
地
研
修
）
…
思
恩
園
・
し
お
ん
荘　

▽

20
日
○木
午
前
10
時
〜
正
午
…
図
書
館
本
館

（
全
３
回
）　

■定
20
人　

■師
わ
ら
し
べ
の
会

（
図
書
館
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

▼
し
あ
わ
せ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

■日
10
月
24
日
○金
午
後
７
時　

■場
同
館　

■定
30

人　

■師
志
田
伊
津
子
氏
（
親
業
訓
練
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
大
人
の
た
め
の
館
外
学
習
（
現
地
研
修
）

■日
10
月
28
日
○火
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分　

■場
㈱
マ
ル
ハ
チ
（
庄
内
町
）、
庄
内

町
新
産
業
創
造
館
「
ク
ラ
ッ
セ
」（
同
）、
花

王
酒
田
工
場
（
酒
田
市
）　

■定
25
人　

■費
２
、

０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

▼
共
通　

■申
９
月
５
日
○金
〜
24
日
○水
に
同
館

☎
25
‐
１
０
５
０
へ

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー「
か
が
や
き
女
性
塾
」 

心
も
身
体
も
い
き
い
き
と

■日
・
■内
・
■師
10
月
３
日
○金
…「
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
に
、
聴
く
・
効
く
ス
ト
レ
ス
活
用
法
」

堤
俊
也
氏
（
薬
剤
師
）　

17
日
○金
…「
朗
読
で

脳
活
！
〜
読
む
喜
び
、
聴
く
楽
し
さ
〜
」
大

河
内
恭
仁
子
氏
（
長
岡
技
術
科
学
大
学
学
長

特
命
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　

31
日
○金
…「
い
き
い

き
快
足
習
慣
〜
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
〜
」
鈴
木
由
利
氏
（
ウ
エ
ル
ネ
ス

ケ
ア
代
表
）　

■時
午
後
７
時
〜
９
時　

■定
先

着
30
人　

■費
１
、
５
０
０
円
（
全
３
回
分
）　

■場
・
■申
９
月
４
日
○木
〜
25
日
○木
に
同
セ
ン

タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー 

秋
季
講
座

▼
カ
ン
タ
ン
手
作
り
布
バ
ッ
グ　

■日
10
月
７

日
○火
・
14
日
○火
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）　

■定
先
着
12
人　

■師
佐
藤
久
美
子
氏
（
パ
タ
ン

ナ
ー
）　

■費
１
、
１
０
０
円
（
布
・
小
物
等

は
各
自
で
準
備
）

▼
た
の
し
く
学
ぶ 

大
人
の
英
語　

■日
10
月

８
日
〜
11
月
12
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
７

時
〜
８
時
30
分
（
全
６
回
）　

■定
先
着
12
人　

■師
伊
藤
美
喜
雄
氏
（
元
高
校
教
諭
）　

■費
３
、

０
０
０
円

▼
美
文
字
レ
ッ
ス
ン
入
門

■日
10
月
９
日
〜
11
月
13
日
の

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分（
全
６
回
）　

■定
先
着

12
人　

■師
伊
藤
光
子
氏
（
日

本
ペ
ン
習
字
研
究
会
師
範
）
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■費
３
、
６
０
０
円

▼
ゆ
が
み
解
消
！
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座　

■日
10

月
21
日
〜
11
月
18
日
の
毎
週
火
曜
日
午
後
７

時
〜
８
時
（
全
５
回
）　

■定
先
着
15
人　

■師

菊
地
た
え
子
氏
（
整
体
師
）　

■費
２
、
８
０

０
円

▼
ヘ
ッ
ド
＆
フ
ェ
イ
ス
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座　

■日
10
月
23
日
○木
午
後
２
時
・
６
時
30
分　

■定

各
回
先
着
15
人　

■師
佐
藤
真
由
美
氏
（
リ
フ

レ
ク
ソ
ロ
ジ
ス
ト
）　

■費
７
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方　

■場
・
■申
９
月

４
日
○木
〜
25
日
○木
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２

３
４
０
へ

出
羽
庄
内
国
際
村　

文
化
体
験
講
座 

楊
式
太
極
拳
講
座
（
後
期
）

■日
・
■費
入
門
コ
ー
ス
…
10
月
８
日
〜
来
年
３

月
25
日
の
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

（
全
23
回
）・
２
万
７
０
０
円　

ス
キ
ル
ア
ッ

プ
コ
ー
ス
…
10
月
９
日
〜
来
年
３
月
26
日
の

木
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
（
全
24
回
）・

２
万
１
、
６
０
０
円　

■師
覃
莉
莉
氏　

■場
・

■申
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０　

■他

４
人
以
上
で
開
講

視
覚
障
が
い
者 

Ｉ
Ｔ
講
習
会

■日
10
月
11
日
○土
〜
13
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
（
全
３
回
）　

■場
庄
内
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー　

■対
視
覚
障
害
の
た
め
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
困
難
な
方
先
着
５
人　

■内
基
本
操
作
、
文

書
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル

送
受
信
等　

■申
10
月
３
日
○金
ま
で
社
会
福
祉

法
人
山
形
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
☎
０
２

３
‐
６
８
６
‐
３
６
９
０
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験

■日
10
月
18
日
○土　

■場
鶴
岡
工
業
高
校　

■
申

請
受
付
期
間　

電
子
…
９
月
１
日
○月
午
前
９

時
〜
15
日
○月
午
後
５
時　

書
面
…
９
月
４
日

○木
〜
18
日
○木　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６

１　

■他
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
HP
。
願
書
は
消

防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

■日
10
月
28
日
○火
・
29
日
○水　

■場
消
防
本
部

■定
１
０
０
人　

■申
９
月
22
日
○月
〜
10
月
３
日

○金
に
山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０
２
３
‐
６

２
９
‐
８
４
７
７
へ　

■他
申
込
書
は
消
防
本

部
、消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置
。日
本

防
火
・
防
災
協
会
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験
・
受
験
講
習
会

▼
試
験　

■日
11
月
16
日
○日
午
後
１
時　

■費
３
、

０
０
０
円

▼
受
験
講
習
会
（
希
望
者
の
み
）　

■日
10
月

22
日
○水　

■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形

市
）　

■申
９
月
１
日
○月
〜
30
日
○火
に
上
下
水

道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０
へ

募
集

ラ
ン
ド
バ
ン
ク
フ
ァ
ン
ド 

助
成
事
業

■
助
成
対
象　

市
内
中
心
市
街
地
及
び
海
岸

沿
岸
部
（
指
定
地
域
）
の
個
人
や
町
内
会
等　

■
対
象
事
業　

優
良
な
住
環
境
の
創
出
に
つ

な
が
る
次
の
事
業　

①
空
き
家
を
利
用
し
て

交
流
サ
ロ
ン
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
店
舗
等
に
改

修
す
る
事
業　

②
拡
幅
・
通
り
抜
け
等
狭
い

私
道
や
市
道
を
改
良
す
る
事
業　

③
雪
捨
て

場
等
と
し
て
公
共
利
用
す
る
等
空
き
家
や
空

き
地
を
整
備
す
る
事
業　

■申
９
月
８
日
○月
〜

19
日
○金
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・

バ
ン
ク
☎
64
‐
１
５
６
７
へ　

■他
詳
細
は
つ

る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン
ク
HP

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
山
形
第
51
団 

隊
員
募
集 

入
団
説
明
会

■日
９
月
７
日
○日
午
後
２
時　

■場
第
四
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
年
長
児
〜
小
学

４
年
生
（
保
護
者
同
伴
）、
指
導
者
を
目
指

す
大
人　

■問
同
団

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集 

体
験
談
＆
説
明
会

■日
・
■場
10
月
４
日
○土
午
前
10
時
…
霞
城
セ
ン

ト
ラ
ル
（
山
形
市
）　

15
日
○水
午
後
７
時
…

山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
同
）　

■対

青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
…
20
〜
39
歳　

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

…
40
〜
69
歳　

■問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
☎
０
２

２
‐
２
２
３
‐
４
７
７
２　

■他
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
期
間
は
10
月
１
日
○水
〜
11
月
４
日
○火

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト 

in
庄
内　

出
場
者
募
集

■日
11
月
30
日
○日
午
前
10
時　

■場
遊
佐
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
遊
佐
町
）　

■対
庄
内
在
住

の
外
国
出
身
者
10
人　

■
各
賞　

大
賞
１
人
、

優
秀
賞
２
人
（
参
加
賞
あ
り
）　

■申
９
月
30

日
○火
ま
で
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０

０
へ　

■他
テ
ー
マ
等
は
自
由
。
発
表
時
間
は

５
〜
７
分

ギ
タ
ー
の
貸
出
し
あ
り 

無
料
体
験
ギ
タ
ー
レ
ッ
ス
ン（
弾
き
語
り
系
）

■時
午
後
６
時
以
降　

■場
市
内
大
西
町

相
談
・
そ
の
他

９
月
10
日
〜
16
日
は
自
殺
予
防
週
間 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

■日
９
月
10
日
○水
〜
16
日
○火
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
も
受
付
可
）　

■
相
談
電
話　

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５

５
６　

■他
期
間
以
外
の
相
談
受
付
は
月
曜
〜

金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
正
午
〜
午

後
１
時
を
除
く
）

９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」

　

警
察
で
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
、
悪
質
商
法
、
詐
欺
な
ど
の
各
種
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
山
形
県
警
察
本
部
相

談
専
用
電
話
☎
＃
９
１
１
０
、
鶴
岡
警
察
署

☎
28
‐
０
１
１
０
ま
た
は
最
寄
り
の
交
番
・

駐
在
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

精
神
保
健
福
祉
士
、社
会
福
祉
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

認
知
症
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

■日
火
曜
・
金
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
相
談
電
話　

山
形
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
２
２
‐
６
５
１
１

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　
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成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
形
支
部 

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の
成
年
後
見
・
相
続
無
料
相
談

■日
９
月
15
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■

相
談
電
話　

☎
０
２
３
‐
６
４
２
‐
５
５
８

８
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

肝
疾
患
相
談
室

■日
月
曜
・
木
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時　

■内
医

療
情
報
の
提
供
、
地
域
の
専
門
医
療
機
関
の

紹
介
、
公
費
助
成
の
手
続
方
法　

■
相
談
電

話　

☎
０
２
３
‐
６
２
８
‐
５
８
８
１

家
庭
教
育
電
話
相
談 

ふ
れ
あ
い
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　

子
育
て
の
悩
み
は
１
人
で
抱
え
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
子
供
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■日
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
15

分　

■
相
談
電
話　

☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐

２
８
７
６　

■問
山
形
県
教
育
庁
生
涯
学
習
振

興
室
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
８
７
２

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー 

求
職
者
の
生
活
・
就
労
相
談

■日
９
月
25
日
○木
〜
27
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後

５
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
８
０
０
‐
８
０

０
‐
７
８
６
７

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
９
月
26
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時
（
１
人
当

た
り
30
分
）　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町

に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
先
着
８
人　

■場
・
■申
９
月
25
日
○木
ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴

岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

解
雇
な
ど
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方 

労
働
相
談
会

■日
９
月
28
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

勤
労
者
会
館　

■対
労
働
者
、
事
業
主
等　

■申

山
形
県
労
働
委
員
会
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐

２
７
９
３

登
記
・
供
託
手
続
、隣
地
と
の
境
界
、人
権
問
題
な
ど 

山
形
地
方
法
務
局 

無
料
相
談
会

▼
全
国
一
斉
！
法

務
局
休
日
相
談
所　

法
務
局
職
員
、
司

法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
人
権

擁
護
委
員
、
公
証

人
が
相
談
に
応
じ
ま
す　

■日
10
月
５
日
○日
午

前
10
時
〜
午
後
４
時　

■場
庄
内
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー

▼
県
内
一
斉
！
法
務
局
夕
方
相
談
会　

法
務

局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す　

■日
10
月
７
日

○火
午
後
５
時
15
分
〜
７
時　

■場
法
務
局
鶴
岡

支
局

▼
共
通　

■申
10
月
３
日
○金
ま
で
法
務
局
鶴
岡

支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
へ　

■他
当
日
受
付
可

外
国
出
身
者
を
対
象
に
、母
国
語
で
の
相
談
に
応
じ
ま
す 

山
形
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

外
国
人
相
談
窓
口

■
相
談
曜
日　

日
本
語
・
英
語
…
火
曜
〜
土

曜
日　

中
国
語
…
火
曜
・
金
曜
日　

ポ
ル
ト

ガ
ル
語
…
水
曜
日　

韓
国
・
朝
鮮
語
…
木

曜
・
土
曜
日　

タ
ガ
ロ
グ
語
…
金
曜
日　

■時

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
（
日
本
語
・
英
語
は

午
後
５
時
ま
で
）　

■
相
談
電
話　

☎
０
２

３
‐
６
４
６
‐
８
８
６
１　

■他
詳
細
は
同
セ

ン
タ
ー
HP

鶴
岡
年
金
事
務
所
内
「
協
会
け

ん
ぽ
」
窓
口
の
閉
鎖
に
つ
い
て

　

同
事
務
所
内
の
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協

会
け
ん
ぽ
）
の
窓
口
は
、
９
月
30
日
○火
で
閉

鎖
さ
れ
ま
す
。
10
月
１
日
○水
以
降
、
健
康
保

険
の
給
付
・
任
意
継
続
健
康
保
険
・
健
診
に

関
す
る
申
請
書
類
は
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

同
協
会
山
形
支
部
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
（
年

金
や
事
業
所
に
関
す
る
申
請
書
類
は
、
引
き

続
き
同
事
務
所
で
受
け
付
け
ま
す
）。

■問
同
協
会
山
形
支
部
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐

７
２
２
５　

■他
申
請
書
類
は
同
協
会
HP

水
環
境
を
守
る
た
め
に
浄
化
槽

の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方（
浄
化
槽
管
理
者
）

は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
や
浄
化
槽
清
掃

許
可
業
者
に
よ
る
保
守
点
検
や
清
掃
と
は
別

に
、
県
の
指
定
検
査
機
関
（
山
形
県
水
質
保

全
協
会
☎
０
２
３
７
‐
48
‐
２
４
６
９
）
に

よ
る
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
で
歩
こ
う
！
里
山
あ
る
き
２
０
１
４
」 

記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
販
売
し
ま
す

　

①
高
館
山
・
上
池
・
下
池
コ
ー
ス
と
②
羽

黒
山
・
修
験
の
み
ち
コ
ー
ス
の
開
催
時
、「
歩

か
な
け
れ
ば
歩
け
な
く
な
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
」（
色

は
黄
色
と
灰
色
）
を
販
売
し
ま
す
。

■
販
売
日
時
・
場
所　

①
９
月
20
日
○土
午
前

９
時
・
大
山
地
区
イ
ベ
ン
ト
広
場　

②
９
月

21
日
○日
午
前
８
時
30
分
・
羽
黒
山
随
神
門

■費
１
、
０
０
０
円
（
当
日
は
１
、
３
０
０
円
）

■申
９
月
19
日
○金
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８

１
３
１
へ　

■他
イ
ベ
ン
ト
開
催
後
も
購
入
可

荒
沢
ダ
ム
湖
か
ら
引
き
上
げ
た

流
木
を
無
償
で
提
供
し
ま
す

■日
９
月
16
日
○火
か
ら
の
月
曜
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
な

く
な
り
次
第
終
了
）　

■場
荒
沢
ダ
ム
展
望
台　

■対
流
木
（
１
人
当
た
り
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
。

樹
種
は
長
さ
約
70
㎝
、
径
５
〜
30
㎝
）
を
積

み
込
み
運
搬
で
き
る
方
（
売
却
目
的
は
対
象

外
）　

■申
庄
内
総
合
支
庁
荒
沢
ダ
ム
管
理
課

☎
55
‐
２
０
２
１　

■他
詳
細
は
山
形
県
HP

地
元
買
物
支
援
事
業 

温
海
地
域
限
定
共
通
商
品
券

　

１
万
１
、
０
０
０
円
分
の
商
品
券
（
期
限

付
き
）
を
１
万
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

■
販
売
・
使
用
期
間　

10
月
１
日
○水
〜
来
年

１
月
31
日
○土　

■問
出
羽
商
工
会
温
海
支
所
☎

43
‐
２
４
１
１　

■他
抽
せ
ん
で
毎
月
10
人
に

１
、
０
０
０
円
の
商
品
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

自
衛
官
等
採
用
試
験 

（
平
成
27
年
４
月
入
校
）

募
集
種
目

試
験
日

１
次
試
験
会
場

防
衛
大
学
校

学
生
（
一
般

・
前
期
）

１
次
…
11
月
８
日
○土

・
９
日
○日

２
次
…
12
月
９
日
○火

〜
13
日
○土

山
大
農
学
部

防
衛
医
科
大

学
校
（
医
学

科
学
生
）

１
次
…
11
月
１
日
○土

・
２
日
○日

２
次
…
12
月
17
日
○水

〜
19
日
○金

山
形
地
方
合

同
庁
舎
（
山

形
市
）

防
衛
医
科
大

学
校
（
看
護

学
科
学
生
）

１
次
…
10
月
18
日
○土

２
次
…
11
月
29
日
○土

・
30
日
○日

鶴
岡
地
方
合

同
庁
舎

■
受
付
期
間　

９
月
５
日
○金
〜
30
日
○火　

■問

自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所
☎

22
‐
０
４
６
６
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　自分たちが暮らす地域の自然や文化を見詰め直す
と、面白さやすばらしさに改めて気付くことがあり
ます。このような魅力を共有し、人と人、人と物が
つながることで、地域の元気づくりに結び付けてい
きたいとの思いで、今年２月に「くしびきこしゃっ
てプロジェクト」を立ち上げました。
　メンバー同士で、人や物のつながりの場所をどの
ように「こしゃって（作って）」いくか検討を重ね、農・
食・手仕事がキーワードの丹精込めた品々がそろう
「マルシェ（市場）」の開催を計画しました。初めて
のイベントのため試行錯誤の連続でしたが、机や椅

子、看板等を地元木材で手作りするなど、楽しみな
がら準備を進めました。
　初回のマルシェでは、採れたての農産物やこだわ
りの料理、手作り雑貨などを扱う県内の29の作り
手が出店。楽器作りやそば打ちなど体験型ワークシ
ョップも行いました。「また参加したい」という声
が多く寄せられ手応えを感じています。自分たちも
一緒に学び、楽しみながら、多くの人たちが出会い、
つながり、集える場所づくりを、これからも続けて
いきます。次回は、10月26日○日に櫛引庁舎南側緑地
で開催します。皆さんのご来場をお待ちしています。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

「手作り」の力で出会い、つながり、集える場所を

くしびきこしゃってプロジェクト（櫛引）

　櫛引地域の20代～30代の
若者を中心に、14人の有志
が設立した「くしびきこしゃ
ってプロジェクト」。「こしゃ
ってマルシェ」と銘打つイベ
ントを企画し、第１回目を７
月27日に開催。約700人が
訪れました。

竹
田
鎭
三
郎
展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ
キ
シ
コ
の
大
地
・
生い
の
ち命
へ
の
讃
歌

■日
９
月
13
日
○土
〜
10
月
19
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

■費
大
人

…
８
３
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
４
２
０
円
（
中
学
生
以
下
無

料
）　

■
関
連
企
画
（
要
申
込
み
）　

記
念
対
談
…
メ
キ
シ
コ
美
術

の
魔
力
（
■日
９
月
14
日
○日
午
後
２
時　

■定
先
着
50
人
）　

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
…
不
思
議
な
生
き
物
〝
ア
レ
ブ
リ
ヘ
〞
に
色
を
塗
ろ
う

（
■日
９
月
15
日
○月
午
後
２
時　

■対
小
学
生
以
上
先
着
15
人
）　

■場
・

■申
酒
田
市
美
術
館
☎
０
２
３
４
‐
31
‐
０
０
９
５

酒
田
市
民
芸
術
祭 

開
幕
式
典
・
公
演

■日
９
月
14
日
○日
　
■時
式
典
…
午
後
１
時　

開
幕
公
演
（
加
盟
団
体

出
演
の
創
作
舞
台
）
…
午
後
２
時
　
■場
希
望
ホ
ー
ル　

■費
５
０
０

円
（
高
校
生
以
下
・
協
賛
証
お
持
ち
の
方
無
料
）　

■
チ
ケ
ッ
ト

取
扱
い　

同
ホ
ー
ル
、
酒
田
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　

■問
同
ホ
ー

ル
内
「
同
祭
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
０
２
３
４
‐
26
‐
５
４
５

０　

■他
同
ホ
ー
ル
内
で
の
作
品
展
示
は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

駅
前
ふ
れ
あ
い
朝
市

■日
９
月
27
日
○土
午
前
６
時
30
分
〜
７
時
30
分　

■場
余
目
駅
前
ふ
れ

あ
い
ひ
ま
わ
り
広
場　

■問
庄
内
町
商
工
観
光
課
内
「
駅
前
ふ
れ
あ

い
朝
市
の
会
」
事
務
局
☎
０
２
３
４
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（体罰その他教育全般）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00〃　　（障がいのある子の就学）

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・いじめ・発達等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15高 齢 者 に 関 す る 相 談 鶴岡市地域包括支援センター☎29‐4180

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

今月の各種相談窓口開設日　9/4～1 0/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 ９日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線214 26日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線227 16日○火13：30～15：30・羽黒福祉センター

櫛引庁舎総務企画課☎内線213 10月１日○水10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線410 16日○火13：30～15：30・朝日山村開発センター

温海庁舎総務企画課☎内線312 29日○月13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 18日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 13日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ専門医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　9/4～1 0/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362
月　日 受付時間 会　場
９．10○水 ９：30～11：30 ㈱バイタルネット鶴岡支店

〃 13：30～15：30 ネッツトヨタ山形㈱鶴岡店
13○土 10：00～11：30 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：00～16：00 　　　　〃
21○日 ９：30～11：30 温海ふれあいセンター
〃 13：00～15：30 　　　　  〃

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成26年７月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：133,577 人
　　 （男：63,621 人、女：69,956 人）
　世帯数：48,397 世帯
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